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ご注意
1. 本書に記載した内容は、予告なしに変更することがあります。

2. 本書は内容について細心の注意をもって作成いたしましたが、万一ご不審な点や誤り、記載
もれなど、お気付きの点がございましたら当社までお知らせください。

3. お客様の誤った操作に起因する損害については、当社は責任を負いかねますのでご了承くだ
さい。

4. 当社では、本書に関して特殊目的に対する適合性、市場性などについては、一切の保証をい
たしかねます。また、備品、パフォーマンス等に関連した損傷についても保証いたしかねま
す。

5. 当社提供外のソフトウェアの使用や信頼性についての責任は負いかねます。

6. 本書の内容の一部または全部を、無断でコピーしたり、他のプログラム言語に翻訳すること
は法律で禁止されています。

7. 本製品パッケージとして提供した本マニュアル、フレキシブルディスク、CD-ROMまたは
テープカートリッジ等の媒体は本製品用だけにお使いください。プログラムをコピーする場
合はバックアップ用だけにしてください。プログラムをそのままの形で、あるいは変更を加
えて第三者に販売することは固く禁じられています。
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原典
本書は『HP ServiceGuard Quorum Server Version A.02.00 Release Notes』(HP Part No. 
B8467-90011)を翻訳したものです。
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納入後の保証について
• 保証の期間は、ご購入時に当社よりお出しした見積書に記載された期間とします。 保証サー
ビスは、当社の定める休日を除く月曜日から金曜日までの、午前 8時 45分から午後 5時 30
分の範囲で無料で行います。当社で定めたシステム製品については出張修理を行い、その他
の製品については当社にご返却いただいた上での引取り修理となります。当社が定める地域
以外における出張修理対象製品の修理は、保証期間中においても技術者派遣費が有料となり
ます。

• ソフトウェア製品の保証は上記にかかわらず、下記に定める範囲とさせていただきます。

— ソフトウェア製品およびマニュアルは当社が供給した媒体物の破損、資料の落丁および
プログラムインストラクションが実行できない場合のみ保証いたします。

— バグおよび前記以外の問題の解決は、別に締結するソフトウェアサポート契約に基づい
て実施されます。

• 次のような場合には、保証期間内でも修理が有料となります。

— 取扱説明書等に記載されている保証対象外部品の故障の場合。

— 当社が供給していないソフトウェア、ハードウェア、または補用品の使用による故障の
場合。

— お客様の不適当または不十分な保守による故障の場合。

— 当社が認めていない改造、酷使、誤使用または誤操作による故障の場合。

— 納入後の移設が不適切であったための故障または損傷の場合。

— 指定外の電源 (電圧、周波数 ) 使用または電源の異常による故障の場合。

— 当社が定めた設置場所基準に適合しない場所での使用、および設置場所の不適当な保守
による故障の場合。

— 火災、地震、風水害、落雷、騒動、暴動、戦争行為、放射能汚染、およびその他天災地
変等の不可抗力的事故による故障の場合。

• 当社で取扱う製品は、ご需要先の特定目的に関する整合性の保証はいたしかねます。 また、
そこから生じる直接的、間接的損害に対しても責任を負いかねます。

• 当社で取扱う製品を組み込みあるいは転売される場合は、最終需要先における直接的、間接
的損害に対しては責任を負いかねます。

• 製品の保守、修理用部品の供給期間は、その製品の製造中止後 5年間とさせていただきます。
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本製品の修理については取扱説明書に記載されている最寄の事業所へお問い合わせください。
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バージョン A.02.00リリースノート
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HP ServiceGuard Quorum Server バージョン A.02.00リリースノート
はじめに
はじめに
ServiceGuardクラスタ製品は、さまざまなハードウェア障害およびソフトウェア障害からミッ
ションクリティカル アプリケーションを保護します。HP ServiceGuard Quorum Server (QS)
は、ServiceGuardクラスタでクラスタ分割が検出されたときに調停サービスを提供します。ク
ラスタが同じ規模のノードグループに分割された場合、Quorum Serverによって、一方のグ
ループが定足数 (quorum)を満たしてクラスタを構成し、他方のグループは定足数を満たせずク
ラスタを起動できなくなります。

次のバージョンの HP ServiceGuard Quorum Serverがリリースされました。

• 製品番号 B8467BA—A.02.00—ソフトウェアとライセンス

HP ServiceGuard Quorum Server A.02.00は、HP-UX 11i (IPF用と PA RISC用 )および
Linuxで稼働する ServiceGuardクラスタ用としてリリースされています。Quorum Serverは、
HP ServiceGuard Distributed Component CD (B8466BA)に収められています。このリリース
ノートは、その CDに入っています。

Quorum Serverは、HPのソフトウェアWebサイトから入手することもできます。

http://software.hp.com 

注記 CD (B8466BA: ServiceGuard Distributed Component)は、ServiceGuard製品の
付属物として出荷し、単体での販売は実施しておりません。B8467BA 
(ServiceGuard Quorum Server)は、上記のようにWebからも無償でダウンロー
ドしてご利用いただけます。
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HP ServiceGuard Quorum Server バージョン A.02.00リリースノート
このバージョンの概要
このバージョンの概要
このバージョンの Quorum Serverは、HP-UXシステムと Linuxシステムの両方で動作し、
HP-UXクラスタおよび Linuxクラスタを複数サポートします。Quorum Serverはクラスタ内
のパッケージとして構成することができます。Quorum Serverパッケージは、それを利用する
クラスタと同じクラスタ内で稼働させることはできません。また、2つのクラスタを構成して、
相互に他方のクラスタの Quorum Serverパッケージを使うようにすることもできません。

HP-UX Quorum Serverは、HP 9000シリーズ 800システムで動作します。Linuxバージョン
は、Compaq Proliantサーバー上で動作します。サポートされている Quorum Server構成の詳
細については、『HP 9000 Servers Configuration Guide』と『MC/ServiceGuard for Linux 
Cluster Configuration Guide』(当社の営業担当を通して入手可能 )を参照してください。

このバージョンのドキュメント

このリリースノートは、Quorum Serverバージョン A.02.00と一緒に出荷されます。HP 
ServiceGuard Distributed Component CDには、このリリースノートが次のディレクトリに格
納されています。

Documentation/QuorumServer/A.02.00/ReleaseNotes

最新版は、http://www.jpn.hp.com/go/manual (英語版は、http://docs.hp.com/hpux/ha
または http://docs.hp.com/linux)で入手できます。

Quorum Serverの構成および使用についての詳細は、ご使用中の ServiceGuardリリースの
ユーザーガイド『MC/ServiceGuardの管理』を参照してください。

詳細情報

ServiceGuardのユーザーガイド、リリースノート、およびホワイトペーパーの最新版、および
関連するトピックは、当社の Webページで参照することができます。

http://www.hp.com/hpux/ha (ハイアベイラビリティ )
http://www.hp.com/linux (Linux関係 )

サポート情報 (パッチおよび既知の問題の最新情報など )は、当社の ITリソースセンタにあり
ます。

http://itrc.hp.com (南北アメリカ /アジア太平洋地域 )

http://europe.itrc.hp.com (ヨーロッパ諸国 )
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HP ServiceGuard Quorum Server バージョン A.02.00リリースノート
互換性に関する情報とインストールのための要件
互換性に関する情報とインストールのための要件
インストールを始める前に本ドキュメント全体、および関連するリリースノートまたは
READMEをお読みください。

ServiceGuardのバージョンとの互換性

次の表に、このバージョンの QSと、使用できる ServiceGuardのバージョンを示します。IA64
バージョンは PA RISCバージョンと機能的に同等なため、PA RISC用の A.01.01バージョンの
Quorum Serverはありません。

注記 古いバージョンの Quorum Server (バージョン 1.0および 1.1)は、
ServiceGuard 11.14.02以降とは互換性がありません。ServiceGuardバージョン
11.14.02以降では、このバージョン A.02.00の Quorum Serverを使ってくださ
い。

システム要件

Quorum Serverプロセスは、クォーラムサービスを利用するクラスタに属していない HP-UX
サーバーまたは Linuxサーバー上で動作します。Quorum Serverは、ServiceGuardノードか
らの接続要求をポート番号 1238で受信します。Quorum Serverは、クラスタごとに特別なメモ
リー領域を確保しており、いずれかのノードがクラスタロックを取得したときにその領域に記録
して、「ロックが取得されている」ことを他のノードが認識できるようにします。Quorum 
Serverは、複数のクラスタにクォーラムサービスを提供することができます。サポートされる
プラットフォームについての詳細は、『HP 9000 Servers Configuration Guide』(当社の営業担
当を通して入手可能 )を参照してください。

表 1-1 Quorum Serverと ServiceGuardの互換性

Quorum Server
のバージョン リリースの主な特徴

互換性のあるOSの
リリース

ServiceGuardの
バージョン

A.02.00 (現バー
ジョン ) 

HP-UXと Linuxの
共通機能および相互
動作

11.0、11i (PA RISC
と IPF)、Linux

サポートされている
バージョンすべて
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HP ServiceGuard Quorum Server バージョン A.02.00リリースノート
互換性に関する情報とインストールのための要件
メモリーとディスクの要件

メモリー : 7.0 MB

ディスクスペース : 1 MB

Quorum Serverのインストール

QSソフトウェアは、クラスタの構成時に稼働していなければならず、クラスタが稼働するノー
ド以外のシステム上にインストールしなければなりません。このシステムには、単体の Linux
または HP-UXシステム、または別のクラスタシステムを使用できます。

以前のバージョンの Quorum Serverからアップデートする場合は、下記のアップデート手順を
参照してください。

Quorum Serverのアップデートと、ServiceGuardの 11.14.02へのアップデートの両方を行う
場合は、順序が重要です。Quorum Serverをアップデートしてから、ServiceGuardをアップ
デートしなければなりません。下記の移行手順を参照してください。

注記 QSを稼働させるノードは、クォーラムサービスを利用するクラスタと同じサブ
ネット内に置くことをお勧めします。これにより、Quorum Serverの動作に影響
するようなネットワーク遅延を防止できます。別のサブネットを使った場合、
ネットワーク遅延により、Quorum Serverのタイムアウトが発生することがあり
ます。このタイムアウトを防止するには、ASCII形式のクラスタ構成ファイル内
の QS_TIMEOUT_EXTENSIONパラメータを使って、Quorum Serverのタイムアウ
ト時間を長くします。

Quorum Serverを接続するためのネットワークがクラスタハートビートネット
ワークの場合、他のネットワークを少なくとももう 1つハートビートネットワー
クとし、Quorum Serverとハートビート通信の両方が同時に障害状態にならない
ようにします。

HP-UXへのインストール

QS (製品番号 B8467BA)を稼働させるシステム (複数可 )上に QSをインストールするには、
swinstallコマンドを使います。クォーラムサービスを利用するだけの ServiceGuardノードに
は、この製品をインストールする必要はありません。

以前のバージョンの Quorum Serverからアップデートする場合は、下記のアップグレード手順
に進んでください。

インストールは、次の 2通りの方法のいずれかで行います。
第 1 章 13



HP ServiceGuard Quorum Server バージョン A.02.00リリースノート
互換性に関する情報とインストールのための要件
• HP ServiceGuard Distributed Component CDからインストールするには、次の手順に従い
ます。

1. /SD-CDROMをマウントディレクトリとして CD-ROMをマウントします。

2. swinstallコマンドを実行します。

3. ウィンドウが表示されたら、[Source Depot Type]に [Local CDROM]を設定します。

4. [Source Depot Path]には、次のパスを入力します。

/SD-CDROM/QuorumServer/HP-UX/11.00/quorumserver.depot

/SD-CDROM/QuorumServer/HP-UX/11.11/quorumserver.depot

/SD-CDROM/QuorumServer/HP-UX/11.22/quorumserver.depot

5. [B8467BA A.02.00.00 Quorum Server]が強調表示された状態でウィンドウが表示され
ます。このエントリーを選択してから、インストールを開始します。

• Webからインストールするには、http://software.hp.comのWebページを表示します。
[High Availability]をクリックしてから、[HP ServiceGuard Quorum Server for HP-UX]を
選択します。

1. B8467BAバージョン A.02.00をダウンロードし、ディスクに格納します。(インストール
が完了すれば、このデポはディスクから削除できます。)

2. このデポを指定して swinstallコマンドを実行します。[ B8467BA A.02.00.00 Quorum 
Server]を選択します。

QSの実行可能ファイル qsは、/usr/lbinディレクトリにインストールされます。インストー
ルの完了後、特定のホストシステムからクォーラムサービスを利用できるようにするには、QS
が稼働しているサーバー上に承認ファイルを作成する必要があります。このファイルのパス名
は、/etc/cmcluster/qs_authfileでなければなりません。この Quorum Serverのクォーラ
ムサービスにアクセスするすべてのクラスタノードの名前を、このファイルに入力します。次の
例のように、1つのノードにつき 1行で入力します。

ftsys9.localdomain.com
ftsys10.localdomain.com

すべてのノードからアクセスできるようにするには、プラス記号 (+)を入力します。

また、QSログファイル用のディレクトリを作成してください。推奨するパス名は、
/var/adm/qs/qs.logです (/var/adm/qsディレクトリを作成する必要もあります )。
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HP ServiceGuard Quorum Server バージョン A.02.00リリースノート
互換性に関する情報とインストールのための要件
Linuxへのインストール

ソフトウェアをインストールするには、次のように、配布 CDをマウントし、Quorum Server
のディレクトリに移動して、rpmコマンドを実行します。

# cd /mnt/cdrom/QuorumServer

# rpm -i qs-A.02.00.00-0.product.redhat.i386.rpm

Quorum Serverの実行可能ファイル qsは、/usr/local/qs/binディレクトリにインストール
されます。インストールの完了後、特定のホストシステムからクォーラムサービスを利用できる
ようにするには、QSが稼働しているサーバー上に承認ファイルを作成する必要があります。こ
のファイルのパス名は、/usr/local/qs/conf/qs_authfileでなければなりません。この
Quorum Serverのクォーラムサービスにアクセスするすべてのクラスタノードの名前を、この
ファイルに入力します。次の例のように、1つのノードにつき 1行で入力します。

ftsys9.localdomain.com
ftsys10.localdomain.com

すべてのノードからアクセスできるようにするには、プラス記号 (+)を入力します。

また、QSログファイル用のディレクトリを作成してください。推奨するパス名は、
/var/log/qs/qs.logです (/var/log/qsディレクトリを作成する必要もあります )。

Quorum Server用のパッケージの作成

Quorum Serverは、他のクラスタ上でパッケージとして稼働させることができます。実際には、
1つのクラスタ上で稼働している QSパッケージは、任意の数の他のクラスタに対してクォーラ
ムサービスを提供することができます。QSを監視対象サービスとしてパッケージを作成するこ
とで、既存のクラスタに Quorum Serverを追加できます。次の手順で操作します。

1. 前述したように、Quorum Serverソフトウェアを、すべてのノードにインストールします。

2. 構成ディレクトリ ($SGCONF)内に、QSパッケージ用のサブディレクトリを作成します。そし
て、そのディレクトリに移動します。

# mkdir qs-pkg

# cd qs-pkg

3. cmmakepkgコマンドを使って、ASCII形式のパッケージファイルを作成します。

# cmmakepkg -P qs-pkg.config
第 1 章 15



HP ServiceGuard Quorum Server バージョン A.02.00リリースノート
互換性に関する情報とインストールのための要件
4. 次の表のパラメータを使って、ファイルを編集します。 

5. 同じディレクトリに、制御スクリプトを作成します。

# cmmakepkg -s qs-pkg.ctl

表 1-2 qs-pkg用の ASCII形式パッケージファイルのパラメータ

パラメータ 値

PACKAGE_NAME qs-pkg

PACKAGE_TYPE FAILOVER

FAILOVER_POLICY CONFIGURED_NODE

FAILBACK_POLICY MANUAL

NODE_NAME *

AUTO_RUN YES

LOCAL_LAN_FAILOVER_ALLOWED YES

NODE_FAIL_FAST_ENABLED NO

RUN_SCRIPT $SGCONF/qs-pkg/qs-pkg.ctl

RUN_SCRIPT_TIMEOUT NO_TIMEOUT

HALT_SCRIPT $SGCONF/qs-pkg/qs-pkg.ctl

HALT_SCRIPT_TIMEOUT NO_TIMEOUT

SERVICE_NAME qs

SERVICE_FAIL_FAST_ENABLED NO

SERVICE_HALT_TIMEOUT 10

SUBNET サブネットを指定する。
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HP ServiceGuard Quorum Server バージョン A.02.00リリースノート
互換性に関する情報とインストールのための要件
6. 次の表のパラメータを使って、ファイルを編集します。

7. クラスタを起動し、Quorum Serverパッケージを起動します。

Quorum Serverの実行とログファイルの指定

Quorum Serverは、下記のクラスタ操作の際に稼働していなければなりません。

• cmqueryclコマンドの実行時。

• cmapplyconfコマンドの実行時。

• クラスタ再編成の実行時。

デフォルトでは、Quorum Serverのランタイムメッセージは stdoutと stderrに出力されま
す。ディレクトリ /var/adm/qsを作成し、stdoutと stderrをこのディレクトリ内のファイル
(たとえば、/var/adm/qs/qs.log)にリダイレクトすることをお勧めします。

Quorum Serverを起動するには、ルートのパーミッションが必要です。単独のシステムでは、
Quorum Serverをインストールしたシステムが再スタートまたはリブートしたときに Quorum 
Serverが起動されるように構成してください。このように構成するには、次のようなエント
リーを、/etc/inittabファイルに追加します。

• HP-UXの場合 :

qs:345:respawn:/usr/lbin/qs >> /var/adm/qs/qs.log 2>&1

• Linuxの場合 (全体を 1行で入力 ):

qs:345:respawn:/usr/local/qs/bin/qs >> /var/adm/qs/qs.log 2>&1

表 1-3 qs-pkg用のパッケージ制御スクリプトのパラメータ

パラメータ 値

IP[0] Quorum Serverにアクセスするときに使用する IPアドレス。

SUBNET[0] サブネットを指定する。

SERVICE_NAME[0] "qs"

SERVICE_CMD[0] HP-UX: "/usr/lbin/qs >> /var/adm/qs/qs.log 2>&1"

Linux: "/usr/local/qs/bin/qs >> /var/log/qs/qs.log 2>&1"

SERVICE_RESTART "-R"
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HP ServiceGuard Quorum Server バージョン A.02.00リリースノート
互換性に関する情報とインストールのための要件
次のコマンドで Quorum Serverを起動します。

# init q

コマンドが完了すると、プロンプトが表示されます。

qs.logファイルをチェックして、Quorum Serverが実行されていることを確認してください。

# cat /var/adm/qs/qs.log

Quorum Serverが起動されたことを示す次のようなエントリーが、このログファイルに記録さ
れます。

Oct 04 12:25:06:0:main:Starting Quorum Server
Oct 04 12:25:09:0:main:Server is up and waiting for connections at port 1238

クラスタ構成での Quorum Serverのパラメータ

ASCII形式のクラスタ構成ファイルに、Quorum Serverを設定する必要があります。次のよう
なコマンドを使って、 Quorum Serverのパラメータが記述された ASCII形式のクラスタ構成
ファイルを取得してください。

# cmquerycl -q <QS_Host> -n <Node1> -n <Node2> -C <ClusterName>.config

ASCII形式のクラスタ構成ファイルには、QS_HOST、QS_POLLING_INTERVAL、および
QS_TIMEOUT_EXTENSIONパラメータが含まれています。デフォルトの QSタイムアウトは、
NODE_TIMEOUT、HEARTBEAT_INTERVALなどの ServiceGuardパラメータに基づいて、システム
によって計算されます。Quorum Serverのタイムアウトが発生する場合は、これらのパラメー
タの値を大きくするか、または ASCII形式クラスタ構成ファイル内の QS_TIMEOUT_EXTENSION

パラメータを使って Quorum Serverのタイムアウト値を大きくしてください。これで、QS
ノードのアクセスに許す時間を、SGが延長します。

注記 これらの値を大きくすると、その値に応じてフェイルオーバー時間が長くなりま
す。

クラスタを構成する際に Quorum Serverを識別する方法については、13 ページの「Quorum 
Serverのインストール」 を参照してください。
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承認ファイルの更新

Quorum Serverは起動時に承認ファイルを読み込みます。HP-UXでは、承認ファイルは
/etc/cmcluster/qs_authfileです。Linuxでは、/usr/local/qs/conf/qs_authfileで
す。このファイルを変更したときは、次のコマンドを実行して、このファイルを強制的に再読み
込みする必要があります。

• HP-UXの場合 : # /usr/lbin/qs -update

• Linuxの場合 : # /usr/local/qs/bin/qs -update

Quorum Serverのアンインストール (HP-UX)

Quorum Serverをアンインストールするには、次のように、HP-UXの swremoveコマンドを実
行します。

# swremove B8467BA

Quorum Serverのアンインストール (Linux)

Quorum Serverをアンインストールするには、次のように、Linuxの rpm -eコマンドを実行し
ます。

# rpm -e qs-A.02.00

(HP-UX) A.01.00または A.01.01.00からの Quorum Serverのアップデート

以前のバージョンの Quorum Serverからバージョン A.02.00.00へのアップデートは、クラスタ
の稼働中に実行できます。

Quorum Serverのアップデートは、ServiceGuardをバージョン 11.14.02にアップデートする
前に行わなければなりません。

1. /etc/initab内の QSエントリーをコメントアウトし、次のコマンドを実行します。

# /sbin/init q

2. 既存の Quorum Serverをアンインストールします。

# swremove B8467BA

3. Quorum Server A.02.00.00をインストールします。

# swinstall B8467BA
第 1 章 19



HP ServiceGuard Quorum Server バージョン A.02.00リリースノート
互換性に関する情報とインストールのための要件
4. /etc/inittabファイル内でコメントアウトしたQuorum Serverエントリーを元に戻します。

5. Quorum Serverを起動します。

# /sbin/init q

(Linux) A.01.00からの Quorum Serverのアップデート

1. /etc/inittab内の Quorum Serverエントリーを削除し、次のコマンドを実行します。

# init q

2. 既存の Quorum Serverをアンインストールします。

# rpm -e qs-A.01.00

このコマンドは、/var/log/qs/qs.logファイルを削除します。このログファイルを残した
い場合は、このコマンドを実行する前に保存してください。

3. Quorum Server A.02.00.00をインストールします。

# rpm -i qs-A.02.00.00-0.product.redhat.i386.rpm

A.02.00.00をアンインストールしても、/var/log/qs/qs.logは削除されません。

4. 次のようなエントリーを、/etc/inittabファイルに追加します (全体を１行で入力 )。

qs:2345:respawn:/usr/local/qs/bin/qs>>/usr/local/qs/log/qs.log 2 > &1

(Quorum Serverはリアルタイムプロセスになったため、“nice”オプションを使う必要はなく
なりました。)

5. Quorum Serverを再起動します。

# init q

故障した Quorum Serverシステムの交換

故障した Quorum Serverシステムを交換するには、次の手順を実行します。この手順を使えば、
クラスタノードの構成を変更する必要はありません。

1. 古い Quorum Serverシステムを、ネットワークから削除します。

2. 新しいシステムをセットアップし、古いQuorum Serverの IPアドレスとホスト名で構成しま
す。
第 1 章20



HP ServiceGuard Quorum Server バージョン A.02.00リリースノート
互換性に関する情報とインストールのための要件
3. 新しいシステム上に Quorum Serverソフトウェアをインストールして構成します。新しい
QSの承認ファイルには、古い Quorum Serverに構成されていたすべてのノードを含めてく
ださい。HP-UXでは、承認ファイルは /etc/cmcluster/qs_authfileです。Linuxでは、
承認ファイルは /usr/local/qs/conf/qs_authfileです。QS承認ファイルの構成についての詳細
は、qs(1)のマンページを参照してください。

4. 次の手順で Quorum Serverを起動します。

• /etc/inittabファイルを編集し、Quorum Serverのエントリーを追加します (17 ページ
の「Quorum Serverの実行とログファイルの指定」を参照 )。

• init qコマンドを使って、Quorum Serverを起動します。

 詳細については、qs(1)のマンページを参照してください。

5. 古い Quorum Serverを使っていたすべてのクラスタ内のすべてのノードは、新しいQuorum 
Serverに接続するようになります。この Quorum Serverを使うクラスタで cmviewcl -vコ
マンドを実行して、そのクラスタ内のノードが QSに接続していることを確認します。

6. 新しい Quorum Server上の Quorum Server ログファイルには、Quorum Serverを使うクラ
スタごとに、次のようなログメッセージが記録されます。

Request for lock /sg/<ClusterName> succeeded. New lock owners: N1, N2

7. Quorum Serverが正しく構成されていることを確認し、Quorum Serverとノード間の接続を
確認するには、クラスタノードから次のコマンドを実行します。

# cmquerycl -q <QSHostName> -n <Node1> -n <Node2> ...

指定したノードが Quorum Serverと通信できない場合、このコマンドでエラーメッセージ
が出力されます。

注記 古い Quorum Serverが停止していて、新しいサーバーをセットアップしている
間は、次のようになります。

• cmqueryclコマンド、cmcheckconfコマンド、cmapplyconfコマンドは動作し
ません。

• cmrunclコマンド、cmhaltclコマンド、cmrunnodeコマンド、cmhaltnodeコ
マンドは動作しません。

• ノードまたはネットワークに障害が発生してメンバーがちょうど半分に分割
された場合、Quorum Serverはタイブレーカとしては利用できないため、ク
ラスタ障害になります。
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警告 古いシステムを古い IPアドレスのままネットワークに戻さないようにしてくださ
い。
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このバージョンでの修正点
ここでは、必須のパッチ、Quorum Serverのバージョン A.02.00で修正された不具合、および
既知の問題について説明します。

パッチ

本書の執筆時点では、バージョン A.02.00に必要なパッチはありません。最新の情報について
は、当社のサポート担当者にお問い合わせください。パッチは、予告なしに新たに作成された
り、置き換えられたり、廃止されることがあります。パッチの最新リストは、HP IT リソースセ
ンタから入手できます。

http://itrc.hp.com (南北アメリカ /アジア太平洋地域 )

http://europe.itrc.hp.com (ヨーロッパ諸国 )

修正された不具合

バージョン A.02.00には、修正された不具合はありません。

既知の問題と回避策

本書の執筆時点では、HP ServiceGuard Quorum Server A.02.00に既知の問題はありません。
最新の情報については、当社のサポート担当者にお問い合わせください。パッチは、予告なしに
新たに作成されたり、置き換えられたり、廃止されることがありま す。パッチの最新リストは、
HP IT リソースセンタから入手できます。

http://itrc.hp.com (南北アメリカ /アジア太平洋地域 )

http://europe.itrc.hp.com (ヨーロッパ諸国 )
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各言語でのソフトウェア使用の可否
HP ServiceGuard Quorum Server バージョン A.02.00では、各国の言語はサポートしていませ
ん。ただし、マニュアルにはいくつかの言語のバージョンがあり、下記のオプションを指定する
ことで、製品 B8467BAの一部として入手することができます。

• ABA: 英語

• ABJ: 日本語

• AB0: 繁体字中国語

• AB1: 韓国語

• AB2: 簡体字中国語

これらのリリースノートはすべて、Distributed Component CDに収められています。
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